
皆さまのご意見を
お待ちしています

お問い合わせ先
石巻市  復興政策部  地域協働課
TEL ： 0225-95-1111（代表）
FAX ： 0225-22-4995
E-mail ：iscviact@city.ishinomaki.lg.jp

アンケート結果

今後の進め方

　皆様からいただいた意見について、市では新たな財政措置が必要な課題や、より積極的に
解決に取り組むべき案件などを整理・調整し、市としての方針や方向性のとりまとめを行い
ました。
　それを、湊地区の町内会長連合会、渡波地区の行政区長会にてお示した後、市が策定する
震災復興基本計画実施計画へ反映させるなど、具体化させていきたいと考えています。

東部地区復興まちづくり だより

Vol.1

塩富一   塩富二   後生橋   宇田川   万石町
　石巻市では現在、“どうすれば安心して暮らし続けることができるのか ” 
“ どうすれば仮設住宅等にお住いの方々が戻ってこられるのか ”をテーマと
した東部地区※の復興まちづくりに、住民の皆さんとともに取り組んでいます。
　その一環として、昨年の 11月末から地区別に２度
の意見交換会を開催しましたので、その結果をお知
らせします。

※東部地区とは・・・
　旧北上川より東側の市街地の
うち、津波による被害が大きく、
かつ土地区画整理事業等の事業
を行わない地区を指します。
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渡波北地区

渡波北地区

：東部地区

●現在のお住まい ●今後のお住まい

●住み続けるために重要と考えられる施設

●安全・安心のために有効と思う活動

平成 25 年 12 月から平成 26 年 1月にかけて、被災時に東部地区にお住まいの約 6,000 世帯の方に、
アンケートを実施しました。主な設問と結果は、次のとおりです。
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被災前から継続して住んでいる 応急仮設住宅
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このまま現在の場所に住み続けたい
被災前に住んでいた場所に戻りたい
市内の被災前以外の場所へ移りたい（または既に移っている）
市外に移りたい（または既に移っている）
決められない、わからない
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自主防災組織等による
見回りや声かけ

防災知識の普及や意識啓発

防災訓練や防災に
関連したイベント

避難する時に支援が必要な人の
把握と、支援者の割り当て

その他

津波からまちを守る堤防

安全な避難場所や十分な備蓄

身近な商店や銀行、行政サービス
などの生活利便施設

病院やクリニック
などの医療施設
                 　　高齢者や障害者、子育て等

を支援する福祉施設
集会や文化活動、地域のイベント

などができる集会所等

道路、公園、下水道
などの基盤となる施設

交番・駐在所、消防団倉庫
など、治安や安全のための施設

バス、鉄道、コミュニティバス
などの公共交通

その他



意 見 交 換 会 の 様 子

話 し 合 っ た 主 な 意 見

第 2回意見交換会を開催しました　【平成 26年 2月 26 日（水）　会場：うしお荘　住民出席者：23人】

第 1回意見交換会を開催しました　【平成25年12月3日（火）　会場：万石町集会所　住民出席者：32人】

第 2回意見交換会に参加した感想・意見等

その他：0人

未提出
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よかった
7人

大変よかった
10人

●参加してみて●

・他の方の意見を聞いて、なるほどと思うこと
が多かった。

・皆様の意見が聞けて良かった。
・自分たちの地域の意見交換会には進んで参加
してもらいたい。

・赤堀、大橋までの防波堤。赤堀をきれいにし
てほしい。

・皆さんで話し合いをすることは良いですね。

・県、市の説明を詳細に聞くことが
   出来てとてもよかった。
・大変勉強になった。
・高齢者なので、宇田川・後生橋地区
内に避難する場合に高台が欲しい。

・塩富一丁目の方、近所の方が来て
   いないので残念。自宅前の状況が
   もう少し知りたい。

赤堀などのヘドロを取って
水を循環させ、
きれいな水を復活させる。

商業施設の利便性は高い。

早急な下水・排水対策が必要。

赤堀を埋めて公園や
広場として活用する
のはどうか。

病院の誘致、若い人の
雇用の確保が必要。

人が戻るためにも、病院が
近くにあることが重要。

水産高校から赤堀を渡る道路、
地区内を東西に結ぶ道路を
拡幅整備することで、
緊急車両も入れるようになる。

国道より北側にも避難所や
情報発信の施設がほしい。

避難する車で渋滞しないよう、
山の上に大規模な駐車場を
つくるとよい。

水産高校に避難
しやすいよう、
入り口が２箇所ほしい。

住民どうし仲の良い
地区であるが、国道を
挟んでの交流がない。

避難訓練の参加者を増やす
ためにも、日頃からの
声かけが大切。

地区によってコミュニティ形成の
レベル差があるので、
もっとまとまりが必要。

●安全・安心●

●コミュニティ●

●住みやすさ●

安全・安心が暮らし
やすさにも大切という
意見がでました。

町内会の枠を超えた
コミュニティ形成重要と
いう意見がありました。

暮らしやすさについて、
赤堀の利用についての
意見がでました。

平成 25 年 12 月 3日　万石町集会所にて、渡波北地区の合同意見交換会をとり行いました。
主な意見：
・赤堀の両サイドに堤防を作ってほしい。
・川から水が逆流して入ってくる箇所がある。
・水産高校の南側の道路を暫定的に嵩上げしているが、側溝が雨水を流しきれてお
らず家の敷地に流れてくる。整備はいつになるのか？

・震災時からこの一帯は、台風等がくるとひざ下（30cm）まで浸水する。
・ポンプ場の機能強化を！
・ポンプに流れていくまでの間に、側溝から水があふれて浸かってしまうので何と
かならないか。

・堀の水が汚く、臭いのできれいにしてほしい。堀に蓋をすることが出来ないか。
・嵩上げしている道路で水がせき止められ、潮の満ち干の度に泥が上がってくる。
・幅員が狭い道路を住民が少しずつ土地を出し合って広くしたいという意見がある。何とかできないか？
・渡波地区に医療施設がない。
・区画整理事業地内に市立病院を誘致してほしい。
・避難訓練の参加者が少ない。
・2階建ての駐車場を整備してほしい。
・避難路となるため、取揚坂への道路を少しの改良で通行しやすくしてほしい。
・車で避難したが、高い場所にとめるところがなかったので、車が流されてしまった。
・渡波稲井線の北側、山の上に駐車場＋トイレ＋ソーラーをつくったらどうか。
・水産高校付近に、防災無線が聞こえづらい区域がある。
・ある程度の期間生活できる避難場所（避難目標または避難生活避難場所）がない。どこを目指して避難すべきかわからない。
・倒壊した紫神社を再建したい。


